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まえがき

高度情報化社会の今田こおいて,「情報」 をいかにコンピュータに実装するか

ということに目を奪われがちであるが,「情報」 に潜む数理を探求することの重
要性も益々増している. 情報科学というと最近では狭義にとらえてコンピュ-

タ科学と見なされがちである. しかし, von Neumann や Kolmogorov をはじめ

とする多くの人の業績により情報科学において函数解析は中心的役割の 1 つを

担ってきた. この役割はマルチメディア化が急速に進む現在においてさらに重
要となってきている.
この講究録は情報科学と函数解析をキーワードに様々な分野の人が集まって

互いに情報交換を行った記録である. 測度論, 確率論, Banach 空間, Hilbert
空間論, 作用素論, 作用素代数, エントロピー解析, 連続および離散力学系と
その数値計算, 量子確率および量子情報理 $\frac{-}{\vec{\mathrm{p}}}\dot{\wedge}\mathrm{N}$ , 2 次元および 3 次元の幾何とコ
ンピュータシミュレーション, 人工知能, 信号解析など内容は広範囲にわたり
活発な討論を行った. 情報科学は長い自然科学の歴史の中においてはまだ生ま
れて半世紀程度の揺藍期にある分野であり, この研究集会のように広範な分野
にまたがる人たちの仕事を互いに理解しあって新たな展開の萌芽を探るという
試みに大いに意義があると考える. この分野の発展の一助となれば幸いである.
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